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本論文では，転換的語り直しが自伝的記憶に与える影響を実証的に検討するため，先行研究において
明らかにされている自伝的記憶の構造と機能を概観し，自伝的記憶と語り直しの関係性を整理した。次
に，転換的語り直しが物語の記憶に与える影響と自伝的記憶に与える影響を検討したO 最後に研究で示
された知見を概説し 残された課題を整理した。
第 I 部研究の概観と本論の課題
自伝的記憶と語り直し (retelling) の関係(第 1 章)
自伝的記憶の定義およびその構造と機能:自伝的記憶は，最も広義には，個人が人生において経験し
た出来事(エピソード)の記憶と考えられている (Conway ， 1990) 0 Barclay (1993) では，自伝的記
憶の概念を広義に捉えると自己に関わる記憶は潜在的にはすべて自伝的な記憶であるが，狭義にはその
記憶が個人的に意義を持ったものである場合に限定して自伝的記憶と定義することも可能であるとして
いる。それでは，“一つの体験や出来事"には， どの程度の数の事象が含まれているのだろうか。人が
認識する“出来事"は比較的大きな単位(平均6.5個の出来事)で括られていると考えられている (Burt，
Kemp , & Conway, 2003) 。そこで本研究では，自伝的記憶を“個人的意義を持つ，いくつかの活動が
まとまった過去の体験"と定義した。
自伝的記憶の構造は “自己に関する知識"と 、~'-“個々のエピソード記憶"の 2 つの要素から成り，
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れを“作動自己"が制御することで，記憶の安定を生み出しているとされる (Anderson & Conway , 
1993; Conway, 1990; Conway & Bekerian, 1987; Conway & Pleydell-Pearce, 2000) 。しかし， 自伝的記
憶に何らかの刺激が加わることで記憶内容が変化するということは日常生活レベルでも良く知られた事
実であり，自伝的記憶がある種の柔軟性をもつことはこれまで様々な研究によって明らかにされてきた
(e.g. Fitzgerald, 1980; Karney & Coombs, 2000; Linton, 1986) 。近年の研究では，自伝的記憶の再構成
の過程に影響を与える要因として“変化や安定性についての暗黙理論“特性自尊心“動機や目標
“ムード\“想起に伴う主観的経験“想起の視点"などが挙げられている(工藤， 2008) 。
また，自伝的記憶の機能の研究は，高齢者の回想研究で着目されてきたが (Webster ， 1993, 1997) , 
近年になり自伝的記憶の研究領域においてもようやく検討が行われるようになってきた。これまでの研
究から，自伝的記憶には 3 つの機能が存在していることが確認されている (e.g. Bluck. 2003; Bluck, 
Alea, Habermas, & Rubin, 2005) 。第一の機能は自己の一貫性や自己評価を支える自己連続性機能，第
二の機能は対人コミュニケーションに寄与する社会的機能 第三の機能は個々人の行動や意思決定を支
え動機付けに役立つ方向付け機能である。
従来の自伝的記憶の語り直しの研究に含まれる問題:自伝的記憶の語り直し (retelling) 研究は，子
どもの物語の語り直し (Brown， 1975) ，フラッシュバルブ・メモリー研究での経験のリハーサルや語り
直し (Brown & Kulik. 1977; Pillemer, 1984) ，そしてナラテイヴ・セラピー (White & Epston, 1990) 
に始まっている。
Marsh (2007) では，語り直しとは単なる記憶の再生とは異なるものであり，語りの目的や，聞き手
の影響などの要因に大きな影響を受けることを示唆している。つまり 語り直しとは 実験室で行われ
る記憶の再生というよりも，“ナラテイブ; 2 つ以上の出来事を結びつけて筋立てる行為 (Sarbin， 1986; 
ゃまだ， 2001)" や，“回想、;再認感情を伴って過去に経験した出来事を再生し過去に思いを巡らすこ
と (Butler， 1963)" “反努;自分自身が体験した出来事に含まれる感情や症状 自分自身の思考につい
て，分析的かつ評価的に注意を焦点化すること (Nolen-Hoeksema， 1991; Watkins & Teasdale, 2001)" 
といった概念に近いといえる。
また，語り直しは，記憶された出来事を実際に語ることや筆記する場合に限定して用いられる傾向が
あり (Dudukovic， Marsh, & Tversky, 2004; Marsh, 2007; Marsh & Tversky, 2004; Tversky & Marsh, 
2000) ，記憶表象の言語化を行うという前提が存在する。しかし，ナラテイブや回想，反努といった概
念は，必ずしも表象の言語化が必要とされるわけではない。そこで本研究では，語り直しを意味する用
語としてナラテイブ 回想 反努を使用することを避けた。
これまで，自伝的記憶と語り直しを実験的に取り扱った研究は，臨床や発達といった領域の研究に比
べると極端に少ない。また，実験的な語り直し研究においても，参加者が語り直しを行った場合，何が
語られるのかを検討するものが多い (e.g. Hyman, 1994; Wade & Clark, 1993) 。つまり，語り手が何を
思い出したのかを調べているだけであり，語り直すことがどのような記憶の変化を生み出すかにはあま
り注目していない。また 語り直しと記憶の関連性を検討した研究においても出来事の単純な反復想
起を語り直しと称することもあれば (Bluck. 2001) 主要なテーマを定めていれば話す内容が毎回異な
ることを語り直しと称することもある (Lapadat， 2004) 。このような語り直しは， Marsh, (2007) の指
摘する，語りの目的や，聞き手の影響などの要因に影響を受けるような“語り直し"を検討していると
はいえない。また Marsh (2007) の示唆する語り直しを行っていたとしても 語り手が誰に対して語
り直すのか，何の目的で語り直すのか，同じ出来事を何度語り直すのかといった要因が研究ごとに異な
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るために，それぞれの研究から提出された結果を単純に比較することが出来ない。そのため，語り直し
によって原記憶がどのように変容したかどうかは これまでの研究において体系的に検討されていない
といえる。そこで本研究では，自伝的記憶に影響するような語り直しの特徴を多面的に検証することを
主な目的とした。
転換的語り直しと本論の課題(第 2 章)
転換的語り直しの定義:語り直された出来事は オリジナルの体験をそのまま反映しているわけでは
なく，多くの情報が歪曲したかたちで表出される。 Marsh and Tversky (2004) らの報告によれば， 日
常生活の中で参加者が語り直した出来事の36%が正確なものであったが，その他の語り直しされた出来
事は，オリジナルの出来事に関わる部分的な情報を選択的に使用する歪曲(全体の29%) ，装飾的に情
報を脚色する査曲(全体の52%) ， もしくは両方を含んでいたことが確認されている(全体の17%) 。
また，過去の体験は一度だけしか語り直されないこともあれば，何度か繰り返して語り直される出来
事も存在する。しかし同じように何度も語っているようでも，語り直された内容は必ずしも同ーのも
のにはならない。むしろ 語り直しは 意図的に，もとの語りとはかたちを変えて行われることが少な
くない。 Marsh and Tversky (2004) は， 4 週間の調査期間の聞に繰り返し語られた出来事のうちの
49%が状況に応じて内容が変化していたことを確認している。また それら内容が変化していた出来事
のうち， 55%が聞き手の違い， 16%が語りの目的の違いによって内容が変化していた。このような意図
的にかたちをかえた語り直しは転換的語り直し (biased retelling) と呼ばれている (Beike & Wirth・­
Beaumont, 2005; Marsh & Tversky, 2004; Tversky & Marsh， 20oo) 。
転換的語り直しを標梼する研究には 2 つの語りのタイプが存在する。一つは ネガテイブな出来事を
肯定的な側面から語り直すような，感情価の転換的に語り直しである (Burton & King, 2004; Hicks & 
King, 2007; King, Hicks, Krull, & Del Gaiso, 2006) 。もう一つは，自分の目から見た視点で記憶を語り
直すことや，自分を含めたその場全体を捉える視点から記憶を語り直すような，視点の転換的な語り直
しである (Nigro & Neisser, 1983) 。
さらに，転換的語り直しには 2 種類の表出形態が存在する。一つは文字通り過去の体験を実際に口で
語り直すことであり (Dudukovic， et al., 2004) , もう一つは過去の体験を文字として書き直すことであ
る (Beike & Wirth-Beaumont, 2005) 。そこで本論では，転換的語り直しを“過去に体験した出来事を
何らかの表出形態を用いて 原記憶を単純に再生するのではなく 記憶の保持者がそれまでに再生した
方略とは異なったかたちで，転換的に記憶を言語化すること"と定義した。
従来の転換的語り直し研究の問題点と本研究の課題:従来の転換的語り直し研究の多くは，転換的語
り直しの特徴を把握するに留まっており，原記憶にどのような影響を及ぼすのかを詳しく検討していな
い。しかし近年，転換的語り直しが記憶に与える影響は徐々に明らかになりつつあか転換的語り直
しは原記憶を語り直した方向に変容させることが指摘されている (Beike & Wirth-Beaumont, 2005; 
Marsh & Tversky, 2004; Tversky & Marsh, 2000) 。そこでは記憶の正確さや誇張，詳細さといった特
徴は比較的検討されているものの その他の記憶の要素をどのように変化させるのかや，インターバル
の長さが語り直しにどのように影響するのかについては実証的な研究が行われていない。そこで，本研
究では，転換的語り直しが自伝的記憶に与える影響について様々な角度から検討を行うことを主な目的
とした。
第一の検討課題は，過去の出来事に含まれる感情をそれまでとは異なったかたちで捉え直す感情の転
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換的語り直しの効果である。第二の検討課題は 過去の出来事を検索する際の視点を変化させる転換的
語り直しの方略の効果である。第三の検討課題は 過去の出来事に関する記憶を 口頭で語り直すこと
と，筆記して書き直すことの，表出形態の異なる転換的語り直しの効果である。第四の検討課題は，転
換的語り直しのインターパルの長さが，語り直しの効果に与える影響である。第 5 の検討課題は，転換
的な語り直しが自伝的記憶のどのような要素を変容させうるのかについてである。
第 E部転換的語り直しによる記憶の変容
転換的語り直しが“物語"を用いた擬似自伝的記憶に与える影響(第 1 章・第 2 章)
研究 1 (第 l 章)と研究 2 (第 2 章)では 転換的語り直しが物語の記憶に与える影響を検討した。
自伝的記憶は同じようなテーマであっても 個々人の保有するエピソードの内容に著しい違いが生じて
しまう。そのため，語り直し後に再生した原記憶の内容に語り直し前には表出されなかった情報が付加
されていたとしても，その情報は語り直しによって歪曲したものなのか，語り直し前には単純に思い出
せなかった出来事を再生しただけなのかが判断できない。そこで ここでは 実験者側であらかじめ用
意された物語乞参加者自身が体験したこととして熟読して語り直す 擬似自伝的記憶課題を用いた。
このような課題は転換的語り直しに関する先行研究においても用いられている (Tversky & Marsh, 
2000) 。また，転換的語り直しが物語の記憶に与える基本的な効果を確認するために，複数回の語り直
しではなく，語り直しを l 回行った後の原記憶の変化を検討した。
研究 1 では，感情の転換的語り直しが物語の記憶に与える影響の検討した。実験では，感情が中性的
な物語を用いて，ポジテイブな転換的語り直しとネガテイブな転換的語り直し(語り)を行わせた後に
原記憶を再生するよう求めた。実験の結果 感情の中性的な物語の記憶を「楽しかった思い出」として
転換的に語り直すことは，物語には含まれないポジテイブ感情表現を増加させるだけでなく，語り直し
に沿わないネガテイブな感情表現の抑制にもつながっていた。
研究 2 では，視点の転換的語り直しが物語の記憶に与える影響を確認した。実験では，感情的にネガ
テイブな物語を用いて 行為者の視点(物語の主人公の視点)からの転換的語り直しと客観的観察者の
視点(物語の登場人物とは全く関係の無い第三者としての視点)からの転換的語り直しの効果を確認し
た。参加者は，それぞれの語りのタイプにより転換的語り直し(筆記)を行った後，研究 l と同様，原
記憶を再生した。実験の結果，行為者の視点から転換的に語り直すことは，保有される記憶に物語の主
人公に関わる情報を新たに付加させるように変容させたが 観察者の視点から転換的に語り直すこと
は，物語と自己との切り離しが語り直しによって促され，記憶情報が抽象化することが確認されたO
語り直しが“自伝的記憶"に与える影響(第 3 章・第 4 章)
研究 3 (第 3 章)と研究 4 (第 4 章)では，語り直しが自伝的記憶に与える影響を検討した。実験で
は，参加者自身が過去に体験した出来事を語り直す，自伝的記憶課題を用いた。また，語り直しの題材
は，参加者にとって個人的に重要であると思われる過去のネガテイブな体験とした。個人的に重要だと
考えられる自伝的記憶は個々人のアイデンテイティ形成と深いかかわりを持つ (Singer & Salovey, 
1993) 。そのため，人生の中で繰り返し語り直されるテーマとなる可能性が高い。そこで，実験で参加
者は複数回の転換的語り直しを行い，参加者自身の記憶がどのように変化したのかを検討した。
研究 3 では，参加者自身が過去に経験したネガテイブな出来事を語りの題材とすることで，感情の転
換的語り直しが自伝的記憶に与える影響を検討した。また，同時に，転換的語り直しを口頭で行う場合
と，筆記で行う場合の違いが，自伝的記憶にどのような影響を及ぼすのかについて確認した。実験で参
-582-
加者は，これまであまり人に話していない過去のネガテイブな体験を，重要で何かプラスの意味のあっ
た体験として転換的に語るか筆記するか，ネガテイブな体験を何度も同じように話すか書くように求め
られた。その後，参加者は原記憶をもう一度再生した。実験の結果，参加者自身が体験したネガテイブ
な思い出について筆記することは，出来事の一貫性をより高めるように，過去の時点のネガテイブな認
知的思考を強調させるかたちで記憶を変容させていた。しかし実際に口頭で語ることは，出来事の一
貫性に囚われずに 現在からのポジテイブな再評価を増幅させ，自分自身の記憶に対して付加的な情報
を新たに構築していた。
研究 4 では，長期的なインターパルの転換的語り直しが自伝的記憶の中心性にどのような影響を及ぼ
すのかについて検討した。実験で参加者は，参加者自身が体験した受験生活の思い出を語った後，その
出来事を楽しかった思い出として感情の転換的語り直しを行う群と，繰り返し同じように出来事を再生
する群に分けられた。その後 参加者は原記憶を再生するよう求められた。実験の結果， 1 週間と 1 ヵ
月のインターバルの長きでは 転換的語り直しによる影響に大きな違いは確認されなかったものの，ネ
ガテイブな出来事の記憶を「楽しかったこと」として感情の転換的語り直しを行うことが，語りのテー
マを構成する中心的概念をポジテイブな方向へ変化させることが確認された。
第E部総合的考察
本論では，転換的語り直しが物語を用いた擬似自伝的記憶に与える影響を検討した後，転換的語り直
しによる自伝的記憶の変容の特徴を明らかにしようと試みた。第E部では，本研究で示された知見の概
要を示したのち，転換的語り直しが物語の記憶に与える影響と，転換的語り直しが自伝的記憶に及ぼす
影響力をまとめ，本論において残された課題を整理した。ここでは，研究で示された知見の概要(第 1
章)を割愛した。
転換的語り直しが物語を用いた擬似自伝的記憶に与える影響(第 2 章)
語りのタイプの効果(感情の転換的語り直しと視点の転換的語り直し) :感情の転換的語り直しの検
討では，語り直しに一致する新たな感情的情報を原記憶そのものに付加するような効果を生じさること
が確認された。視点の転換的語り直しでは，行為者の視点による転換的語り直しが物語の主人公に関す
る情報の選択的な精綴化を促し 客観的観察者による転換的語り直しが物語の主人公にもその他の登場
人物にも偏らない第三者としての客観的な情報の保存を行うことが明らかにされ 語り直し後の原記憶
に含まれるポジテイブな感情表現とネガテイブな感情表現に視点の転換的語り直しの影響は波及しない
ことが確認された。
また，転換的語り直しが，記憶全体から受ける印象に与える影響を確認したところ，研究 l において，
ポジテイブに語り直した参加者は， もともと中性的であった物語全体を，よりポジテイブに評定してい
た。一方，ネガテイブに語り直した参加者は，物語全体をよりネガテイブに評定していた。
これらの結果から，転換的語り直しの語りのタイプの効果については 以下のように結論付けること
ができる。
結論転換的語り直しは，記憶の感情的側面を語るタイプであっても 記憶の視点を語るタイプで
あっても，語り直しに関わる物語の原記憶そのものを 語り直した方向へと歪曲させる。
結論 2 :転換的語り直しは，表出される物語の個々のエピソードのみに，その効果を及ぼすのではな
く，記憶全体としての印象にも影響を与える。
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表出形態の効果(語りと筆記) :転換的語り直しは，実際に口頭で記憶を語り直す表出形態と，紙な
どに文字を筆記して記憶を語り直す二つの表出形態に分けられる。そこで 研究 1 では口頭での転換的
語り直しが記憶に与える影響を確認し 研究 2 では筆記による転換的語り直しが記憶に与える影響を検
討した。実験の結果 どちらの研究においても 語り直しが物語の記憶に与える効果は確認された。つ
まり，転換的語り直しの表出形態の効果については，下記の通りに結論付けられる。
結論 3 :転換的語り直しは，物語の記憶を，実際に口で語ることでも，筆記によって記述することで
も，物語の原記憶に語り直しの効果を生じさせる。
転換的語り直しが自伝的記憶に与える影響(第 3 章)
表出形態の効果(語りと筆記) :先行研究では 語りと筆記の効果は同じであると主張するものあれ
ば (Donnelly & Murray, 1991; Murray, Lamnin, & Carver, 1989) ，語りが持つ効果と筆記の持つ効果
が異なるという主張も存在する (Esterling， Antoni, Fletcher, Margulies, & Schneiderman, 1994) 。そ
こで研究 3 では，表出形態の差異が転換的語り直しに与える影響について検討した。実験の結果，筆記
を行った参加者は，過去の出来事の一貫性をより高めるように より多くの過去の時点のネガテイブな
認知的思考を表出していた。また 語りを行った参加者は 出来事の一貫性に囚われることなく
(Horowitz & Newman, 1964; 仁平 2003) 現在からのポジテイブな再評価を増幅させるかたちで自分
自身の記憶に対して付加的な情報を新たに構築していた。つまり，表出形態の効果については，次のよ
うに結論付けることが出来る。
結論 4 :口頭による転換的語り直しは，個々の出来事の一貫性を気にすることなく，現時点の認知的
思考を原記憶の中に反映させる。一方，筆記による転換的語り直しは，出来事の一貫性を保
つために，原記憶の中に存在する認知的思考の精徹化を促す。
記憶の構造的変化:従来の記憶研究において，記憶の中心性 (Berntsen ， 2002; Howe , Courage , & 
Peterson, 1994) は，記憶を構成する比較的重要な要素のーっとして考えられてきた。一般に，記憶を
構成する出来事は，個々人の印象に残りやすい中心的要素と，潰末な周辺的要素に二分される。そこで，
研究 4 では，転換的語り直しが，記憶の中心的概念と周辺的概念の感情価に与える影響を確認した。実
験の結果，転換的語り直し群の受験生活を構成する中心的概念と周辺的概念は，単純反復再生群に比べ，
概念全体の平均感情価がポジテイブに変化していた。また，中心的概念の平均感情の変化(差分値)を
みると，周辺的概念に比べてポジテイブな方向への変化が大きいことが確認された。これらの結果から，
転換的語り直しによって引き起こされる記憶の構造的変化の特徴としては，以下のように結論付けるこ
とカτできる。
結論 5 :自伝的記憶を構成する概念は，全体的に転換的語り直しに沿う方向に変化し，その影響は，
概念を構成する周辺的要素に比べ，中心的要素で大きく働くと推察される。
本研究に残された課題(第 4 章)
本研究にはいくつかの課題が残されている。第一の課題としては語り直しのテーマが挙げられる。本
論では，倫理的問題に配慮するために，感情的覚醒がそれほど高くはない過去のネガテイブな体験を語
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り直しの題材として用いた。参加者が現時点で最もストレスフルに感じている出来事， もしくは，最も
トラウマティックであった出来事を転換的に語り直した場合，本論と同様の転換的語り直しの効果を見
出すことが出来るかは明らかになっていない。ここでまとめた結果は，語り手にとって比較的言語化が
容易で、あるネガテイブな体験に対するものとして，一定の制限を設ける必要がある。
第二の課題としては 実験場面での転換的語り直しの効果が日常場面における語り直しの効果と一致
するかどうかが不明であることが挙げられる。本論の全ての研究において，参加者は転換的な語り直し
を実験者に求められたが， 日常場面において語りとは自発的に生起するのが普通で、ある。このような，
語りの意図性が，転換的語り直しの効果にどのように影響するのかについては今後の検討するべき課題
として残されている。
第三の課題は，転換的語り直しの効果の持続性である。本研究では，中性的な物語，あるいはネガテイ
ブな物語や実際の出来事を ポジテイブに語り直すことゃ あるいはネガテイブに語り直すという操作
を行った。そこから 原記憶は，語り直しに沿うように変容することが確認されたが，一度ポジテイブ
に語り直した出来事を 逆にネガテイブに語り直すという操作は行っていない。転換的語り直しが，原
記憶を語り直した方向に変化させる効果を持つのであれば，たとえ一度肯定的に変化した記憶であって
も，その後に行う語り直しによっては，再度ネガテイブな原記憶に変容する可能性も推察される。
最後に，語り直しのインターバルに関わる課題が挙げられる。研究 4 では， 1 週間と 1 ヵ月の語り直
しの経過時間を比較したが インターバルの長さは転換的語り直しの効果に影響を与えなかった。本論
では， 1 週間以下のインターバルでの転換的語り直しの効果を確認できたわけではないが，おそらく，
l 日や 2 日の短期間のインターパルで語り直しを行う場合 自伝的原記憶は 1 週間以上のインターバ
ルに比べて，大きな変化が見られないのではないかと推測される。この問題については，今後の検討で
明らかにする必要がある。
論文審査結果の要旨
自伝的記憶は、個人が人生において経験したエピソードの記憶のうちでも個人的に意義を持った出来
事の記憶であるといえる。本論文は、自伝的記憶を異なる視点からかたちを変えて語り直す、転換的語
り直しによってもとの記憶にどのような変容がもたらされるかを一連の実験的検討によって明らかにし
たものである。
研究 l では、感情のポジテイブな転換的語り直しとネガテイブな転換的語り直しを行わせた後に原記
憶を再生するよう求めた結果、感情の中性的な物語の記憶を「楽しかった思い出」として転換的に語り
直すことは、ポジテイブ感情表現を増加させるだけでなく、語り直しに沿わないネガテイブな感情表現
の抑制にもつながっていることが明らかになった。
研究 2 では、行為者の視点からの転換的語り直しと客観的観察者の視点からの転換的語り直しの効果
が検討された。その結果、行為者の視点から語り直すことは、保有される記憶に物語の主人公に関わる
情報を新たに付加させるように変容させたが、観察者の視点から語り直すことは、物語と自己との切り
離しが語り直しによって促され、記憶情報が抽象化することが確認された。
研究 3 では、参加者自身が体験したネガテイブな思い出について筆記することは、出来事の一貫性を
より高めるように、過去の時点のネガテイブな認知的思考を強調させるかたちで記憶を変容させてい
た。しかし、口頭で語ることは、出来事の一貫性に囚われずに、現在からのポジテイブな再評価を増幅
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させ、自分自身の記憶に対して付加的な情報を新たに構築していた。
研究 4 では、長期的なインターバルの転換的語り直しが自伝的記憶の中心性にどのような影響を及ぼ
すのかについて検討した。実験の結果、 1 週間と 1 ヵ月のインターバルの長さでは、転換的語り直しに
よる影響に大きな違いは確認されなかったものの、ネガテイブな出来事の記憶を「楽しかったこと」と
して感情の転換的語り直しを行うことが、語りのテーマを構成する中心的概念をポジテイブな方向へ変
化させることが確認された。
以上のように、一連の研究は、自伝的記憶の転換的語り直しは、語り直しに関わる原記憶の内容その
ものを語り直した方向へと歪曲させ、記憶の感情価を変化させることを確認しただけでなく、記憶の構
造的変化をももたらすことを明らかにした。さらに、語り直しの方法のちがいはそれぞれ異なるメカニ
ズムによって記憶に変化を生みだすことを明らかにした。
本研究は、実験的な検討によって記憶の基礎的研究領域に新しい知見をもたらしたのみならず、臨床
の分野で行なわれてきたナラテイヴ・セラビーなどの理論的背景となりうるものであり、これらの分野
の研究の発展に大きく貢献すると考えられる。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与さ
れるに十分な資格を有するものと認められる。
-586-
